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概要
東京学芸大学の小学校から大学までの図書館に所蔵され
ている蔵書を統一的に検索できる学芸大総合OPACを構築
し、2021年12月13日にインターネットで公開した。

名称：学芸大総合ＯＰＡＣ（愛称ＧＡＫＵＭＯＰＡＣ（ガクモーパック））

サイトURL：https://www.u-gakugei.ac.jp/~schoolib/gakumopac/

管理：学校図書館運営専門委員会および司書部会

https://www.u-gakugei.ac.jp/~schoolib/gakumopac/


タイムライン
◆2020年

➢COVID-19を契機に複数の附属学校がカーリル学校図書館支援プログラ
ムに参加
• ISBNのリストがあれば簡単に、簡易OPAC構築可能
• 利用した児童・生徒からは高評価

➢2020年8月1日 学校司書講習2020「学校図書館の検索のイマ！」
• カーリル吉本龍司氏の講演
• 学芸大の総合OPACを試作し、公開の合意形成へ

➢2021年1月25日 カーリル社との協定書の締結

◆2021年

➢2021年12月13日 GAKUMOPACのインターネット公開
• 学校図書館活用データベースにバナーを設置
• 大学図書館のウェブサイトからもリンクを形成



GAKUMOPAC参加校一覧
学校名 ＯＰＡＣデータ提供の方法

附属世田谷小学校 既存OPAC(情報館)との連携

附属小金井小学校 カーリル学校支援プログラム

附属大泉小学校 カーリル学校支援プログラム

附属竹早小学校 カーリル学校支援プログラム

附属世田谷中学校 既存OPAC(情報館)との連携

附属小金井中学校 カーリル学校支援プログラム

附属竹早中学校 カーリル学校支援プログラム

附属高等学校 既存OPAC(情報館)との連携

附属国際中等教育学校 カーリル学校支援プログラム

附属特別支援学校 カーリル学校支援プログラム

大学附属図書館 既存OPAC(LIMEDIO)との連携



公開サイトへの入口
学校図書館活用データベースか
らのリンク

大学図書館ウェブサイト
からのリンク



https://www.u-gakugei.ac.jp/~schoolib/gakumopac/

https://www.u-gakugei.ac.jp/~schoolib/gakumopac/


学校司書による活用
➢授業支援・相互貸借に役立てています。実際の書名まで指定してお借りでき
るので、お互いの手間や負担も減っていると思われます。

➢選書の際の参考にしたり、人気の度合いを予測したりするのに利用していま
す。

➢分類番号の確認や、選書、資料収集の参考に使用している。本当に便利で
助かっている。効率アップにつながっていると思う。

➢膨大な出版物の中から件名だけで検索するとなかなかピンポイントの本を探
すのが大変ですが、GAKUMOPACで件名を入れて探せば、授業に即戦力で役
立ちそうな本、しかも学芸附属ということである程度信頼性の置ける本を探す
ことができる。

➢校外から簡単に検索できることも、自宅での仕事や外で急に蔵書を調べなけ
ればいけない時に役立っています。

➢学校のOPACだと、1文字検索ができないのと、書影が出ないので、その確認
にも利用することがある。

➢学校によって蔵書にも特色があることがわかり、授業で取り上げるテーマの
傾向も見えてきて面白いです。



児童・生徒の利用の現状
➢小学校の本の検索で出てこない本を探したり、リクエストしたい本の確認
などに使用している

➢3年生には国語の課題で実際に使ってもらいました。1年生にはこの冬休
みに探究学習のテーマを決める際や、本を探すのに使ってみるように、図
書館の大型ディスプレイで実際に見せました。

➢図書館内で表紙のイメージなどから検索をしたい時は司書の端末から
GAKUMOPACにアクセスをして案内している。

➢帰国生が漢字にルビがふってある小学校高学年向けの資料も必要とな
ることがあるので、小学校の蔵書も興味深く見ています。

➢自宅近くの公共図書館検索に活用。QRコードを使って生徒各自のスマホ
に入れるようにオリエンテーションで指導をしている。

➢まだ生徒自身が使いこなすところまで浸透していません。図書資料の検
索を手伝うためにＧＡＫＵＭＯＰＡＣを開き、情報を提供しています。実際に
他の附属校や大学の資料を知ったことで取り寄せにつながったケースも
何件かあります。

➢教員にはお知らせしたが、児童にはまだお知らせしていません。



OPAC端末の設置状況
➢OPAC端末のある学校は10校中7校

➢内GAKUMOPACも設置している学校4校

附属竹早小中メディアセンター



OPACの公開状況
➢OPACをインターネット公開している学校は10校中1校

➢そもそも、児童・生徒用の図書館ホームページがある学校は3校



一人一台端末での活用
➢附属学校10校中3校でGIGAスクール端末の活用

➢附属竹早小学校「未来の学校みんなで創ろう。プロジェクト」でデジタ
ルプラットフォームの整備
➢Microsoft SharePointを使って、児童のためのリンク集を提供し、GIGAスクー
ル端末にショートカットを置く

➢その中にGAKUMOPACへのリンクを表示
➢東京学芸大学附属学校園竹早地区 2021年度公開研究会で紹介予定



総合目録のメリット
◆児童・生徒にとって

◦ 児童・生徒にとって、いつでもどこでも自校のOPAC検索ができるように
なることは、GIGAスクール時代の学びに欠かせないメリットがある。図
書館資料の検索に対するハードルを下げ、これまでは検索を利用してい
なかった児童・生徒への支援強化にもつながる。

◦ 総合OPACによって、学芸大全体の資料が検索できることによって、自校
にとどまらず、外部に広がる広大な情報資源の存在を知ることができ、
情報の探し方を習得する大きなメリットがある。

◦ 小中高大の図書館がすべて検索できることによって、高校生が大学の本
に興味を持ったり、中学生でも小学校の本で復習をしたり、それぞれの
知的関心・レベルに合わせた情報を自ら得られる可能性が広がる。

◆附属学校司書にとって

◦ 他の附属学校から図書を借りる際に、あらかじめ検索して、具体的な書
名を指定して依頼することができる。

◦ 他校の蔵書構成を参考にすることができ、自館の選書に役立つ。



今後への期待

◆GIGAスクールの展開の中で、学校図書館蔵書の検索を当たり前のも
のに！

◆デジタルと紙のどちらにも対応できる学校図書館に！

◆児童・生徒自らが、広大な情報資源の中で自由に学びを深める機会
を！


